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タスマニア-ニュージーランド地域に展開した地磁気観測網データによるULF周波数帯の地磁気脈動観測研究の成果を
報告する。我々は 2011年 2月と 2012年 3月にそれぞれMiddlemarch (MDM, -45.35°, 170.05°), Te Wharau（TEW, -41.2
°, 175.8°）に磁力計を設置し、運用を続けている。この地域には他に Intermagnetの Eyrewell (EYR, -43.4°, 172.4°),
Newcastle大学と IPSが運用する Launcestone (LAU, -41.68°, 147.18°), Hobart（HBT, -42.88°, 147.35°）の地磁気観測
点があり、これらのデータを用いて L˜2.1-2.8 Reの中緯度領域における ULF地磁気脈動、特に磁力線共鳴振動の詳細観
測を行った。cross-phase法で L˜2.6 Reの磁力線共鳴振動周波数を調べたところ、2012年 4月 23日と 7月 13日に、異常
に低い共鳴周波数が観測された。この異常低周波数は、磁力線が明け方の昼夜境界線付近を通過する時刻帯に観測され
ており、磁力線両端の電離層が強い電気伝導度非対称を持つ際に現れる 1/4波長モード波の可能性が高いと考えられる。
現在共鳴特性等更なる調査を進めている。また、磁力線共鳴振動周波数からは、磁気圏赤道面のプラズマ質量密度を推
定することができる。ニュージーランドとその磁気共役点では、これまで高時間分解能の地磁気多点観測が行われてお
らず、従ってこの経度上の L=2˜3 Reにおけるプラズマ質量密度の長期モニタリングも行われてこなかった。我々の研究
により、磁気嵐中のプラズマ圏の枯渇・再充填や静穏期のプラズマ圏密度などが明らかになりつつあり、他の経度と比
較検討が進められている。講演ではこれらの解析結果を紹介するとともに、タスマニア-ニュージーランド観測網の主要
な研究テーマである、昼夜境界付近に代表される非一様な電離圏環境下での磁気圏?電離圏結合、またその結果としての
磁力線共鳴構造の変化について、研究の展望を述べる。
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